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文学部では１・２年次配当で「キャリアデザイン」という科目
を設置し、低年次から自分の将来設計について考える場を提供
しています。

前期はさまざまな分野からのゲストスピーカーを招き、キャリ
アを考えるうえで不可欠なテーマについてご講演いただき、受
講生が自分自身の人生をどう生きていくのか、仕事をどのよう
に捉えていくかを考えます。

後期は企業の新卒採用を支援する現役コンサルタントの方が講
師となり、「企業や社会の捉え方」「自己理解を深めるアプロー
チ」について考えます。今後の大学生活の中で、キャリアや進
路選択を自分で考えるための「土台」づくりの役に立つ「もの
の見方（フレームワーク）」を理解し、応用できることをめざし
ます。

・中国言語文化専攻は、〔中国語〕・〔国語〕、または〔中国語〕・〔英語〕の選択となります。
・教育学専攻は、〔社会〕・〔地理歴史〕・〔公民〕、または〔国語〕、または〔英語〕の選択となります。
・2020年度入学生まで、社会情報学専攻は〔情報〕も取得できます。

＜注＞

専攻（プログラム） 中学校教諭一種免許状 高等学校教諭一種免許状
国文学専攻 国語 国語
英語文学文化専攻 英語 英語
ドイツ語文学文化専攻 ドイツ語・英語 ドイツ語・英語
フランス語文学文化専攻 フランス語・英語 フランス語・英語
中国言語文化専攻 中国語・国語または英語 中国語・国語または英語
日本史学専攻 社会 地理歴史・公民
東洋史学専攻 社会 地理歴史・公民
西洋史学専攻 社会 地理歴史・公民
哲学専攻 社会 地理歴史・公民
社会学専攻 社会 地理歴史・公民
社会情報学専攻 社会 地理歴史・公民

教育学専攻 社会または国語
または英語

地理歴史・公民または
国語または英語

心理学専攻 社会 地理歴史・公民
学びのパスポート
プログラム 社会 地理歴史・公民

文学部で取得できる教員免許状

教職課程の科目で卒業単位数に含まれる科目が多数あるため、
他学部と比較して教職課程の単位を取得しやすいという特徴が
あります。2021年度の教員免許状（一種）授与件数においても、
中央大学全体411件のうち約半数の203件が文学部です。

文学部には13専攻・1プログラムがあり、自専攻を軸とし
ながら、他専攻の分野にも興味を広げることができます。
約700の専攻科目のうち、およそ400科目が「ゴシック科
目」という所属している専攻に関わらず履修できる科目です。
専攻で高度な専門性を身につけると同時に、関心のあるほ
かの分野も学ぶことで、個々の専門分野の境界を越えて、「柔
軟な思考力」と物事を「多角的に捉える視点」を養うこと
ができます。

文学部では少人数の授業科目を多く設置しています。また、
全専攻（プログラム）で1年次から基礎演習を設置しています。
少人数の授業や演習では「発表」や「人の発表に対して質問・
意見をする」機会が多く、論理的な思考と多角的視野で考察し、
「相手にわかりやすく伝える能力」が養われます。社会で求め
られるコミュニケーション能力とは、相手の話の意図をくみ
取ったうえで、それに対して明確な回答ができる力といわれ
ていますが、文学部では少人数教育でそれらの力を培います。

文学部ではレポートを作成する機会が多く、いくつかの専攻
（プログラム）では卒業論文、卒業研究もしくは卒業課題研
究が必須です。レポートや卒業論文作成のためには、多く
の文献を読み、その中から適切な情報を収集し、自分なりの
意見を持つ必要があるため、「情報収集能力」を培うことが
できます。また、説得力のある長文を書き、人に伝えるため
の「文章作成能力」を養うことができます。

文学部独自に設置している学外活動応援奨学金では、学外
での研究・調査活動、初修外国語などの語学研修、国内外
でのインターンシップ、ボランティア活動への参加など、大
学の外にも学びの場を広げる機会を持とうとする学生を応援
しています。また、「グローバル・スタディーズ」や「グロー
バル・ソシオロジー・プログラム」という授業では、海外へ
の実地調査を行います。文学部では学生の「主体性」を高
めるサポート体制を整えています。

就職活動で発揮する
文学部の学びの力

▶キャリアデザイン（1）

将来設計について考える
文学部のキャリア教育科目

13専攻・1プログラムで磨かれる
「柔軟な思考力」と「多角的な視点」

企業のエントリーシート対策に
つながる「文章作成能力」

▶キャリアデザイン（2）

教育・学習支援に強い
文学部
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03

充実の少人数教育で
コミュニケーション能力が向上

02

企業が採用選考で重視する「主体性」
を高める文学部のサポート体制

04
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■建設
大林組／鴻池組／日本電設工業／三井ホーム

■メーカー（食品・飲料）
ネスレ日本／伊藤園／亀田製菓／キユーピー／豊島屋／
日本食研ホールディングス／山崎製パン

■メーカー（繊維・化学・石油）
旭化成／日本特殊塗料／ノエビア

■メーカー（電気・電子）
富士通／日本電気／フジクラ／タムラ製作所／マブチモーター／
アルプスアルパイン／デンヨー／日本無線

■メーカー（その他）
ＴＯＴＯ／ＪＸ金属／ＤＯＷＡホールディングス／日立建機／王子ホールディン
グス／オカムラ／コナミデジタルエンタテインメント／レンゴー

■通信・情報サービス
ＮＴＴドコモ／ソフトバンク／東日本電信電話／楽天グループ／アカツキ／
イー・ガーディアン／ＡＧＳ／ＳＣＳＫ／コムチュア／Ｓｋｙ／スクウェア・エニッ
クス／大和総研／地方公共団体情報システム機構／ＴＩＳ／富士ソフト／三菱
総研ＤＣＳ／メンバーズヤマトシステム開発／インターネットイニシアティブ

■運輸
東日本旅客鉄道／ＡＩＲＤＯ／ソラシドエア／東京地下鉄／名古屋鉄道／成田
国際空港／日本貨物鉄道／日本通運／三菱商事ロジスティクス／ヤマト運輸

■卸・小売（卸・商社）
エルメスジャポン／良品計画／アサヒ飲料販売／アドヴァングループあらた／
内田洋行／国分グループ本社／スノーピーク／Ｄｙｎａｂｏｏｋ／図書館流通セ
ンター／日本酒類販売／ミツウロコ／菱電商事

■卸・小売（小売）
大塚商会／京王ストア／成城石井／サマンサタバサジャパンリミテッド／
しまむら／アインホールディングス／カワチ薬品／コジマ／サンドラッグ／
ツツミ／ニトリ／ヨドバシカメラ

■金融（銀行・証券・信金・カード）
あおぞら銀行／足利銀行／ソニー銀行／北海道銀行／みずほフィナンシャル
グループ／三菱ＵＦＪ銀行／ゆうちょ銀行／りそなホールディングス／ＳＭＢ
Ｃ日興証券／大和証券グループ本社／農林中金全共連アセットマネジメント
／野村證券／松井証券／埼玉県信用保証協会／住宅金融支援機構／商工組合
中央金庫

■金融（保険）	
イーデザイン損害保険／ＳＯＭＰＯひまわり生命保険／東京海上日動火災保険

／東京都農業共済組合／日本生命保険／富国生命保険／明治安田生命保険

■不動産・リース
オープンハウス／木下グループ／三栄建築設計／大京／日本エスコン／
日本管理センター／三井不動産リアルティ／オリックス／みずほリース

■専門・技術サービス
アカウンティングフォース税理士法人／コナミホールディングス／ソニー・
ミュージックエンタテインメント／トランス・コスモス／日本司法支援センター
／野村総合研究所／ＰｗＣコンサルティング／船井総合研究所／ベリーベスト
法律事務所／みずほリサーチ＆テクノロジーズ

■マスコミ
小学館／ＢＳ朝日／アド印刷／幻冬舎ルネッサンス／ワコー／ＴＢＳアクト／
東北新社／ドキュメンタリージャパン／高橋書店／報知新聞社／山と溪谷社／
読売新聞東京本社

■ホテル・飲食・旅行・生活関連サービス
日本マクドナルド／アパホテル／パレスホテル／星野リゾート／
東武トップツアーズ／Ｐｌａｎ・Ｄｏ・Ｓｅｅ／星野リゾート・マネジメント

■教育・学習支援
神奈川県教育委員会／埼玉県教育委員会／さいたま市教育委員会／相模原市
教育委員会／静岡県教育委員会／東京都教育委員会／福島県教育委員会／
法政大学／宮城県教育委員会／明治大学／横浜市教育委員会／四谷大塚／
臨海／早稲田アカデミー

■医療・福祉
東京都予防医学協会／日本赤十字社／ＳＯＭＰＯケア／ベネッセスタイルケア

■サービスその他
博報堂ＤＹメディアパートナーズ／ジャニーズ事務所／日本郵便／全国農業／
パーソルキャリア／パーソルテンプスタッフ／マンパワーグループ／駐留軍等
労働者労務管理機構／東京シティ・バレエ団／日本学術振興会／日本鉄鋼連盟
／セコム／綜合警備保障／パソナグループ／吉本興業ホールディングス／
リゾートトラスト

■公務員（国家公務員）
厚生労働省／国税庁／国土交通省／文部科学省／高等裁判所／自衛隊／
地方裁判所

■公務員（地方公務員）
東京都庁／北海道庁／群馬県庁／埼玉県庁／特別区（東京23区）／立川市役所
／調布市役所／八王子市役所／横浜市役所／相模原市役所／小田原市役所／
所沢市役所／南魚沼市役所／警視庁／各都道府県の警察本部

業種別主な就職先一覧

2022年3月卒業生の中で最も多い就
職先は「神奈川県教育委員会」でした。
文学部では幅広い業界への就職実績
がありますが、他学部と比較して「教
育・学習支援」への就職が多い傾向
にあります。
また、「小学館」「BS朝日」といった
マスコミにも強く、「野村総合研究所」

「スクウェア・エニックス」といった
難関民間企業への就職に加えて、県
庁や市役所などの地方公務員への就
職実績が多いという特徴があります。

2022年3月卒業生の
就職実績について

2022年3月中央大学文学部卒業生 就職実績

業種別就職状況

合計

654名
685名

電気・ガス
1名

建設
14名マスコミ 20名

農林業 1名

ホテル・飲食 10名

専門・技術サービス 38名

不動産・リース 32名

その他 10名

メーカー 50名

運輸
27名

卸・小売
93名

通信・
情報サービス
104名

金融・保険
52名

公務 55名

サービスその他
53名

医療・福祉
24名

教育・学習支援
55名

旅行・
生活関連サービス

15名

95.5%就職
決定率
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伊藤忠商事株式会社
2013年3月文学部人文社会学科ドイツ語文学文化専攻卒業 茂

も が き

垣	之
ゆ き ひ ろ

寛氏

文学部での学びが
仕事に生かされています01

卒業生
インタビュー

INTERVIEW

高校の時、世界史の授業で見た映画『シンドラーのリ
スト』に私は衝撃を受けました。幼少の頃から漠然と異
文化に興味を持っていましたが、映画を通じて目にした
光景は、自分の価値観を見事に壊し、同時にドイツの歴
史や文化について学びたいという、私の知的好奇心をく
すぐりました。中学・高校と走高跳の選手として陸上競
技に打ち込んでいたこともあり、進学先として「ドイツ×
部活」の両方に取り組める環境が整っている中央大学の
門を自然と叩いていました。

私はスポーツ推薦で入学した手前、走高跳での成績を
第一優先に日々練習に励んでいました。一方で、文学部
での授業で学んだ「異文化」の理解を深めれば深めるほど、
この理解を実践的に活かせる職に就きたいと思うようにな
りました。現職である伊藤忠商事を選んだ理由としては、
就職活動で、①自分が成長できる環境があること②海外
との関わりが深いこと、という観点から企業を探す中、
OB・OG訪問で社員に魅力的な方が多かったことでした。
「海外」で「大きなビジネス」を通じて「成長したい」

と希望が通り、入社後は、不動産投資の部署に配属され
ました。日々さまざまなご縁に恵まれる中、入社3年目に
は、会社の制度で中国上海へ駐在する機会も頂き、現在は、
東京本社で、東アジア地域の担当として、海外パートナー
と進めるインフラ不動産投資の管理を行っています。

もしかしたら、多くの
皆さんは、文学という学
問が卒業後の仕事に直接的繋がりがないかもしれません。
でもだからこそ、私は文学部で学べて良かったと、今振
り返って思います。文学部には、ビジネスでは学ぶこと
ができない多くの分野があふれています。在学中、私は
知的好奇心を満たすべく、多くの授業を履修しました。
大学3年時には、「ドイツ言語学」ゼミに所属し、日々人々
が意識的・無意識のうちに使う「ことば」をドイツ語と日
本語それぞれの視点から観察・分析し、その面白さに夢
中になりました。特に、卒業論文では「ドイツと日本にお
ける謝罪行動の違い」について執筆し、言語学の視点か
ら異文化コミュニケーションの理解を深められたことはも
ちろんのこと、研究過程で学んだ「仮説を立て分析する力」
は、今の仕事でも大いに生かされています。

中央大学文学部は、専攻別・少人数制で先生方との距
離が近く、同じ専攻の仲間との関わりが密接である点が
魅力の一つです。私は、日々の部活動と学業の両立に苦
労しましたが、先生方や仲間たちの支えがあり、何とか4
年間乗り越えることができました。

是非学生の皆さんもさまざまな角度からご自身の興味
に触れ、学び、深めていってください。きっと、将来の可
能性を広げてくれると思います。応援しています。

中学生のころから公務員になりたいと思っていました。
また、教育学専攻での学びを通じて、特に児童福祉や子
育て支援に興味を持っていたので、厚生労働省を選びま
した。3年次は新型コロナウイルス感染症の影響で対面授
業がなくなったり、実地研究の現地実施がなくなったり
と残念なことも多かったのですが、受講していた講義が
少人数制のものが多く、3年次の1年間で大きく成長でき
ました。頻繁に自分の意見を求められたり、発表を高頻
度で行ったりする中で、自分の考えを論理的にまとめる
力や自分の意見を他人に伝える力、時事的なニュースに

関する情報収集能力が高く
なったと思います。先生と
の距離が近く、専門的な意見をいただく機会が多い文学
部での学びは、大いに就職活動に活かされました。「文学
部は就活に弱い」ということをよく聞きますが、まったく
そんなことはないと思います。たくさんの専攻がある文学
部だからこそ、さまざまな分野の深い学びが可能となり、
それが就活あるいは今後の人生に幅を持たせてくれるは
ずです。興味のあることをたくさん見つけて、大学生活
をたくさん楽しんでください。

少人数制の講義で
大きく成長しました02

在学生
インタビュー

INTERVIEW

厚生労働省一般職
2022年3月文学部人文社会学科教育学専攻卒業／三重県立四日市高等学校出身 水

みず た に

谷	彩
あ や
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１３専攻の教員が共通テーマを基に週替わりで講義
【2021年度のテーマ：病気・災害と社会】

一つのテーマに
対する多様な
アプローチで
視点が広がる！

小テストへの
フィードバックも
あるなど対応が
きめ細やか！

13専攻に幅広く
触れられる！

国文学
江戸の大変と情報
（鈴木俊幸教授）

第2回

文学は病気や災害をどう描くのか
――アメリカ文学の場合
（中野学而准教授）英語文学文化

第3回

細菌学と人種主義
――戦前ドイツの結核をめぐる
　　議論から（磯部裕幸教授）ドイツ語文学文化

第4回

文明災の時代における自律
――フランス思想から、災害と
　　疫病を読み解く（田口卓臣教授）フランス語文学文化

第5回

武漢の都市封鎖と
作家の社会的役割
（飯塚容教授）中国言語文化

第6回

哲学
疫病をしずめる神、仏、異類
（大川真教授）

第10回

私たちの社会で病いや
障害をもって生きるということ
（天田城介教授）社会学

第11回

情報の伝達とその信憑性
（宮野勝教授）社会情報学

第12回

病気・衛生問題への対応からみる
学校観の変遷
（高木雅史教授）教育学

第13回

災害後の心理支援
（山科満教授）心理学

第14回

記録された災害史
―地震・噴火と日本列島の社会―
（西川広平教授）日本史学

第7回

災害と病気の関係史
（妹尾達彦教授）東洋史学

第8回

西洋近現代における
病気と社会
（石橋悠人教授）西洋史学

第9回

イントロダクション第1回

文学部には学問分野を異にする13の専攻と、2021年新設の 
1プログラムがあります。その新設プログラムである「学びの
パスポートプログラム」の1年次の必修科目「文学部の基礎／
学びの基礎演習（１）B」は、あらかじめ設定した共通テーマに
ついて各専攻から一人の教員が出て講義を行うオムニバス形式
の授業です。昨年度のテーマは「病気・災害と社会」。社会が
直面している喫緊の課題について考えるにあたり、多様なアプ
ローチの仕方があることを学びました。毎回、授業の最後には

教員が示す課題に応じた小レポートの提出が求められ、その結
果を踏まえた総評がmanaba（全学授業支援システム）を通して
フィードバックされます。授業を取りまとめるコーディネーター
役の教員もおり、文学部の特徴でもあるきめ細やかな教育が実
践されています。13専攻に幅広く触れながら視野を広げること
ができるこの授業は、2022年度も後期に同じテーマで開講され
る予定です。

文学部の新授業

領域を超えた深い学びと
複眼的思考を育てる

13専攻に触れるオムニバス形式の授業
学びのパスポートプログラムの必修科目「文学部の基礎／学びの基礎演習（1）B」*とは

＊本科目は2021年度以降入学生対象の科目です。
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文学部教授
日本史学専攻

文学部准教授
英語文学文化専攻

文学部人文社会学科
学びのパスポートプログラム2年
東京都立調布南高等学校出身

山
やまさき

崎	圭
けい

中
な か の

野	学
が く じ

而

柴
し ば た

田	紗
さ わ

羽

考
え
ま
し
た
。

柴
田　

中
野
先
生
の
授
業
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

カ
ミ
ュ
の
「
ペ
ス
ト
」
が
ほ
か
の
先
生
の
授
業
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
、
文
献
や
歴

史
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

山
崎　

中
野
先
生
の
授
業
は
、
英
文
の
テ
キ
ス

ト
を
読
み
込
み
な
が
ら
考
察
を
深
め
る
ス
タ
イ

ル
で
し
た
よ
ね
。
ほ
か
に
も
柴
田
さ
ん
の
心
に

残
っ
て
い
る
授
業
は
あ
り
ま
す
か
？

柴
田　

フ
ラ
ン
ス
語
文
学
文
化
（
田
口
卓
臣
先

生
）
の
授
業
は
、
普
段
な
ら
自
分
が
履
修
し
な

い
分
野
だ
っ
た
の
で
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
社

会
学
（
天
田
城
介
先
生
）
の
「
私
た
ち
の
社
会

で
病
い
や
障
害
を
も
っ
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
授
業
で
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
合
わ
せ
る
の
が
当
た
り
前
と
す

る
思
想
が
無
意
識
の
う
ち
に
社
会
に
浸
透
し
て

い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

山
崎　

毎
回
、
異
な
る
専
門
分
野
の
考
え
方
に

触
れ
ら
れ
る
の
は
刺
激
的
だ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
混
乱
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
？

柴
田　
「
病
気
・
災
害
と
社
会
」
と
い
う
一
つ
の

テ
ー
マ
が
軸
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
混
乱
す
る
こ

文
学
部
の
基
礎
／

学
び
の
基
礎
演
習
（１）
Ｂ

学
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
年
次
の
必
修
科
目
で
あ
り
、
文
学
部
の
13
専
攻
の
学
生

も
自
由
に
履
修
で
き
る
「
文
学
部
の
基
礎
／
学
び
の
基
礎
演
習
（１）
Ｂ
」。
13
専
攻
か
ら
一
人
ず
つ

教
員
が
出
て
共
通
テ
ー
マ
の
講
義
を
行
う
、
文
学
部
な
ら
で
は
の
こ
の
特
色
の
あ
る
授
業
に
つ

い
て
、
昨
年
度
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
日
本
史
学
専
攻
の
山
崎
圭
教
授
、
英
語
文
学
文

化
専
攻
の
中
野
学
而
准
教
授
、
そ
し
て
、
昨
年
度
こ
の
授
業
を
受
け
た
学
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム（
以
下
、
ま
な
パ
）2
年
の
柴
田
紗
羽
さ
ん
の
３
人
が
対
談
し
ま
し
た
。

社
会
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に

多
様
な
視
点
で
ア
プ
ロ
ー
チ

授  

業  

対  

談

山
崎　

柴
田
さ
ん
、
ま
ず
は
1
年
間
、
文
学
部

で
学
ん
で
み
て
い
か
が
で
し
た
か
？ 

ま
な
パ
で

多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
つ
い
て
横
断
的
に
学
修

す
る
中
で
、
自
分
が
究
め
た
い
テ
ー
マ
は
見
え

て
き
ま
し
た
か
？

柴
田　

も
と
も
と
児
童
心
理
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
の
で
、
心
理
学
に
つ
い
て
は
も
っ
と
深
く
学

ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
社
会

学
や
美
術
史
に
も
興
味
が
出
て
き
ま
し
た
。
学

び
た
い
こ
と
が
増
え
て
ま
だ
研
究
テ
ー
マ
を
絞

り
込
め
ず
に
い
る
状
況
で
す
が
、
視
野
が
広
が
っ

た
と
前
向
き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

山
崎　
「
文
学
部
の
基
礎
／
学
び
の
基
礎
演
習

（1）
Ｂ
」
の
昨
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
病
気
・
災
害

と
社
会
」
で
し
た
。
地
震
や
津
波
と
い
っ
た
自

然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
と
い
っ
た
問
題
が
身
近
に
あ
る
か
ら
こ
そ
選

ん
だ
テ
ー
マ
で
す
が
、
中
野
先
生
は
こ
れ
に
ど

う
向
き
合
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

中
野　

私
の
専
門
分
野
は
英
語
文
学
文
化
な
の

で
、「
文
学
は
病
気
や
災
害
を
ど
う
描
く
の
か
―

―
ア
メ
リ
カ
文
学
の
場
合
」
と
題
し
て
講
義
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
現
在
の
ア
メ

リ
カ
自
体
が
、
人
種
差
別
や
経
済
格
差
と
い
っ

た
〝
病
気
〟
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
前
提
が
あ

り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
自

然
災
害
と
い
っ
た
表
面
的
な
問
題
だ
け
で
な
く
、

文
明
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
〝
病
気
〟
が
潜
ん

で
い
る
こ
と
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
と

問
題
を
多
角
的
に
捉
え
る
た
め
に	

専
攻
の
枠
組
み
を
超
え
た
新
授
業
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と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
授
業
を

重
ね
る
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
に

共
通
点
や
相
違
点
が
見
え
て
き
て
、
自
分
の
視

野
が
広
が
っ
て
い
く
の
が
感
じ
ら
れ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。

山
崎　

柴
田
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
自
分
の
研
究

テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
こ
の
授

業
を
通
し
て
自
分
の
研
究
の
参
考
に
な
り
そ
う

な
ヒ
ン
ト
は
得
ら
れ
ま
し
た
か
？

柴
田　

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
本
を
読
み
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
の
先
生
方
に
質
問
を
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
自
分
自
身
で
考
え
る

力
に
加
え
、
先
生
方
に
教
え
を
請
う
積
極
性
も

身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
崎　

日
本
史
学
専
攻
に
は
原
始
・
古
代
か
ら

近
現
代
ま
で
異
な
る
時
代
を
専
門
と
す
る
7
人

の
教
員
が
い
ま
す
。
た
と
え
ば
江
戸
時
代
に
興

味
を
持
っ
た
ら
、
そ
の
時
代
を
得
意
と
す
る
先

生
に
話
を
聞
き
に
行
く
よ
う
学
生
に
は
伝
え
て

い
ま
す
。
気
軽
に
研
究
室
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
で
き

る
の
が
、
文
学
部
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

中
野　

そ
う
で
す
ね
。
学
生
か
ら
質
問
を
受
け

る
の
は
非
常
に
う
れ
し
い
で
す
。
ち
な
み
に
、

柴
田
さ
ん
は
教
員
に
質
問
し
て
み
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

柴
田　

は
い
。
心
理
学
の
山
科
満
先
生
に
、

m
anaba

（
全
学
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
）
を
通
じ

て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
科
先
生

く
小
レ
ポ
ー
ト
に
は
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
だ
か

ら
こ
そ
考
え
る
力
が
養
わ
れ
て
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
西
洋
史
学
の
石
橋
悠
人
先

生
の
「
西
洋
近
現
代
に
お
け
る
病
気
と
社
会
」

の
小
レ
ポ
ー
ト
は
「
検
疫
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。
こ

れ
ま
で
自
分
が
西
洋
の
視
点
か
ら
物
事
を
考
え

る
経
験
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
書
く
際
に

は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
れ
ら
れ
ま
し
た
。
大

変
だ
っ
た
分
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

山
崎　

最
後
に
、
柴
田
さ
ん
の
今
後
の
学
修
の

展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

柴
田　

私
は
ま
な
パ
の
1
期
生
で
先
輩
の
前
例

が
な
い
た
め
、
ゼ
ミ
に
入
る
べ
き
か
も
含
め
、
ど

う
進
ん
で
い
け
ば
い
い
の
か
ま
だ
模
索
中
で
す
。

ま
な
パ
の
環
境
を
最
大
限
生
か
し
て
、
自
分
が

深
掘
り
し
た
い
研
究
テ
ー
マ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
崎　

大
学
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
場
所
で
は
な
く
、
学
び
た
い
こ
と
を
探
し
て

学
ぶ
場
所
で
す
。
ど
う
学
べ
ば
よ
い
か
迷
う
の

は
当
然
の
こ
と
。「
文
学
部
の
基
礎
／
学
び
の
基

礎
演
習

（1）
Ｂ
」
で
一
つ
の
問
題
に
対
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
よ

う
に
、
今
後
の
学
び
の
中
で
自
分
に
合
う
道
を

見
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

中
野　

好
奇
心
を
失
わ
ず
、
是
非
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

柴
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
頑
張
り
ま

す
！

亀
裂
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
隣
人
愛
や
相
互
扶

助
を
大
切
に
す
る
精
神
も
見
ら
れ
る
と
の
答
案

も
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
希
望
を
見
い
だ
し
、
地
に

足
の
付
い
た
楽
観
主
義
へ
の
道
を
模
索
し
て
い

き
た
い
」
と
の
趣
旨
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
学

生
の
小
レ
ポ
ー
ト
に
書
か
れ
た
意
見
を
集
約
し

な
が
ら
、
社
会
の
分
断
の
在
り
よ
う
を
整
理
し
、

今
後
の
展
望
に
つ
な
げ
る
―
―
。
ま
さ
に
、
学

生
と
教
員
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
思
索

が
深
ま
る
好
例
で
す
ね
。

中
野　

実
は
、
小
レ
ポ
ー
ト
に
対
し
て
教
員
が

総
評
す
る
と
い
う
の
は
私
の
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
ん

で
す
。
先
生
方
が
一
生
懸
命
書
い
て
く
だ
さ
っ
た

お
か
げ
で
、
総
評
そ
の
も
の
が
大
変
面
白
い
読

み
物
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
教
員
自
身

も
学
び
を
得
ら
れ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

山
崎　

中
野
先
生
は
学
生
の
小
レ
ポ
ー
ト
を
読

ん
で
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
た
れ
ま
し
た
か
？

中
野　

ア
メ
リ
カ
は
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
機
会
も
多
く
、
日
本
か
ら
見
る
と
他
国
に

比
べ
て
な
じ
み
の
あ
る
国
だ
と
思
い
ま
す
。
学

生
も
自
分
な
り
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
を
す
で
に
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
文
学

作
品
を
通
す
こ
と
で
ア
メ
リ
カ
の
人
種
問
題
の

根
深
さ
が
学
生
に
し
っ
か
り
伝
わ
っ
た
と
実
感

で
き
ま
し
た
。
人
種
問
題
を
対
岸
の
火
事
と
見

る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
に
も
通
じ
る
問
題

だ
と
捉
え
て
く
れ
た
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

山
崎　

柴
田
さ
ん
は
、
書
く
の
に
苦
労
し
た
小

レ
ポ
ー
ト
は
あ
り
ま
し
た
か
？

柴
田　

与
え
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
沿
っ
て
書

は
大
変
丁
寧
に
返
答
し
て
く
だ
さ
り
、
学
生
と

一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
先
生
が
い
る
こ
と
が
と
て

も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
今
度
は
直
接
先
生

を
お
訪
ね
し
て
質
問
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
野　

は
い
。
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
先
生
の
研
究

室
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

山
崎　

授
業
で
は
教
員
と
学
生
、
双
方
向
の
や

り
取
り
で
テ
ー
マ
へ
の
理
解
を
深
め
る
べ
く
、
毎

回
教
員
が
示
す
課
題
に
応
じ
た
小
レ
ポ
ー
ト
を

学
生
に
提
出
し
て
も
ら
い
、
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
と
し
て
教
員
が
1
週
間
後
にm

anaba

を
通

じ
て
総
評
を
返
す
と
い
う
形
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
の
総
評
は
ど
れ
も
興
味
深
く
、

た
と
え
ば
ド
イ
ツ
語
文
学
文
化
の
磯
部
裕
幸
先

生
に
よ
る
授
業
「
細
菌
学
と
人
種
主
義
―
戦
前

ド
イ
ツ
の
結
核
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
」
で
は
、

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
が
社
会
の
分
断
を
も
た
ら
し

た
か
ど
う
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

を
問
う
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
す

る
磯
部
先
生
の
総
評
に
は
、「
案
答
の
中
に
は
感

染
者
と
非
感
染
者
の
間
の
分
断
を
取
り
上
げ
る

も
の
が
多
く
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
や
時
短
営
業
を

す
る
人
と
し
な
い
人
と
の
間
で
亀
裂
が
見
ら
れ

る
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。
国
際
社
会
に
お
い
て
も
、

ト
ラ
ン
プ
前
米
大
統
領
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

チ
ャ
イ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
発
言
し
た
こ
と
や
、
ヘ
イ

ト
ク
ラ
イ
ム
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
へ
の
指
摘
も

あ
り
、
社
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
断
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
ま
た
、
分
断
や

小
レ
ポ
ー
ト
と
総
評
で	

	

考
え
る
力
を
養
い
学
び
を
深
め
る

教
員
に
質
問
す
る
力
も
重
要

さ
ま
ざ
ま
な
学
び
か
ら

自
分
の
道
へ
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